
医療法人永寿会「いこい」居宅介護支援重要事項説明書 
令和 ８年 ６月 １日現在 

１ 事業の概要 
（１）事業所の名称等 

 法人名 医療法人永寿会 

法人所在地 春日部市粕壁東一丁目１１番１２号 

代表者役職・氏名 理事長 三須 一雄 

事業所名 いこい 

事業所所在地 春日部市粕壁東一丁目１１番１２号 

指定番号 １１７０６０１７５９ 

連絡先 
電 話 ０４８－７５３－３６００                   

ＦＡＸ ０４８－７５５－０１０９ 

営業日 
月曜日から金曜日まで。但し国民の祝日及び夏休み （8／13～8／
16）   冬休み（12／30～1／3）を除く 

営業時間 午前９時００分から午後６時００分   

通常の事業の提供地域 ①春日部市② 杉戸町③宮代町④さいたま市（岩槻区） 

苦情受付窓口 いこい 電話 ０４８－７５３－３６００ 

法令遵守責任者氏名 三須 ゆう子（事務長） 

  
（２）職員の職種、人数、及び職務内容 
   管理者 主任介護支援専門員（常勤）：１名（兼務１名）   
   介護支援専門員          ：２名（管理者を兼ねる）   
 
２ 事業の目的及び運営の方針 
（１）事業の目的 
 介護保険法の理念に基づき、利用者からの相談に応じ、利用者がその心身の状況や置かれ

ている環境に応じて、本人や家族の意向等を基に、居宅サービス又は施設サービスを適切に

利用できるよう、サービスの種類、内容の計画を作成するとともに、サービスの提供が確保

されるよう指定居宅サービス事業者、介護保険施設との連絡調整その他の便宜の提供を行う

ことを目的とします。 



（２）運営の方針 
① 本事業は、利用者が要介護状態となった場合においても、可能な限り居宅においてその有す

る能力に応じ、自立した日常生活を営むことができるよう配慮して援助に努めるものとします。 
② 利用者の心身の状況、その置かれている環境に応じて、利用者自らの選択に基づき、適切な

保健医療サービス及び福祉サービスが、施設等の多様なサービスや事業者の連携を得て、総合的

かつ効果的に介護計画を提供されるよう配慮して行います。 
③ 利用者の意志及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立って、利用者に提供されるサービス

等が特定の種類又は特定の事業所に偏ることがないよう、公正中立に行います。 
④ 事業の運営にあたっては、市、地域包括支援センター、他の居宅介護支援事業所、介護保険

施設等との連携に努めます。 
⑤ 利用者の介護認定等にかかわる申請に対して、利用者の意志を踏まえその支援を行います。

また、要介護認定が行われているか否かを確認し、その支援も行います。 
 
３ 居宅介護支援の提供方法・内容及び義務 
事業所の管理者は、介護支援専門員に居宅サービス計画の作成に関する業務を担当させます。 

①ケアプラン作成の申込の受付、利用者及び家族との面接（インテークワーク） 
②利用者の居宅を訪問し利用者家族と面談し課題の分析（アセスメント） 
③アセスメント後居宅サービス計画原案を作成（居宅サービス計画原案の作成） 
④居宅サービス計画原案を基に利用者、家族、専門職等とサービス担当者会議を開催します。 
⑤サービス担当者会議にて居宅サービス計画の検討後利用者または家族より文章による同意を受

けて交付します。 
⑥少なくとも月に１回、利用者宅を訪問してモニタリングし結果を記録します。 
⑦利用者の状態が変化した等の場合は速やかに居宅サービス計画の変更の為前記②から⑤を実施

します。 
 
介護支援専門員は、居宅サービス計画の作成の開始にあたっては、当該地域における指定居宅サ

ービス事業者等に関するサービスの内容、利用料等の情報を適正に利用者及びその家族に対して

提供して、利用者及びその家族にサービスの選択を求めます。 
  介護支援専門員は、利用者及びその家族の希望ならびに利用者について把握された解決すべき

課題に基づき、当該地域における指定居宅サービス等が提供される体制を勘案して、提供される

サービスの目標及びその達成時期、サービスを提供する上での留意点等を盛り込んだ居宅サービ

ス計画の原案を作成します。 
  介護支援専門員は、サービス担当者会議（介護支援専門員が居宅サービス計画作成のために居

宅サービス計画の原案に位置付けた指定居宅サービス等の担当者（以下この号において「担当者」

といいます。）を召集して行う会議をいいます。以下同じ。）の開催、又は担当者に対する照会等



により、当該居宅サービス計画の原案の内容について、担当者から専門的な見地からの意見を求

めます。 
  介護支援専門員は居宅サービス計画の作成後においても、利用者及びその家族指定居宅サービ

ス事業者等との連絡を継続的に行うことにより、居宅サービス計画の実施状況の把握を行うと共

に利用者についての解決すべき課題の把握を行い、必要に応じて居宅サービス計画の変更、指定

居宅サービス事業者等との連絡調整その他の便宜の提供を行います。 
  
指定居宅介護支援事業所は指定居宅介護支援の提供の開始に際し、予め利用者またはその家族

に対して 利用者が病院または診療所に入院する必要が生じた場合は 担当介護支援専門員の氏

名及び連絡先を当該病院または診療所に伝えるよう求めます。 
指定居宅介護支援事業者は指定居宅介護支援の提供の開始に際し、予め居宅サービス計画が基

本方針及び利用者の希望に基づき作成されるものであり、利用者は複数の居宅サービス事業所等

を紹介するよう求める事が出来ます。 
介護支援専門員は指定居宅サービス事業所等から利用者に係る情報の提供を受けた時や必要と

認める時には、利用者の口腔に関する問題や薬剤状況等利用者の心身または生活の状況にかかわ

る情報のうち必要と認めるものを利用者の同意を得て、主治の医師、歯科医師又は薬剤師に提供

します。 
 介護支援専門員は利用者が訪問看護 通所リハビリテーション等の医療サービスの利用を希望

している場合や必要と考える場合には利用者の同意を得て、主治の医師又は歯科医師の意見を求

めます。その場合には介護支援専門員は居宅サービス計画を作成した際には当該居宅サービス計

画書を主治の医師又は歯科医師に交付します。 
 介護支援専門員はケアマネジメントの公正中立性の確保を図る観点から、以下について利用者

に説明を行うと共に 介護サービス情報公開制度において公表します。 
・前６カ月間に作成したケアプランにおける訪問介護・通所介護・地域密着型通所介護・福祉

用具貸与の各サービスの利用割合とその各サービスごとの同一事業所によって提供されたものの

割合。 
 
４ 利用料金 

※ 居宅介護支援利用料は介護サービスの提供開始以降 1ケ月あたり 

（春日部市は地域区分６級地の為 １単位が 10.42 円） 

    要介護１・２   1,086 単位   １１，３１６円      

要介護３・４・５ 1,411 単位   １４，７０２円  

 その他（加算費用） 

・「初回加算」（対象者）300 単位 ３,１２６円  

            



・「入院時情報連携費」（対象者）入院後３日以内に情報提供をした場合 250 単位２，６０５円  

        入院後７日以内に情報提供をした場合 200 単位 ２，０８４円 

 

・「退院退所費」（対象者）早期に医療機関等と連携を図った場合（回数方法に応じて）450 単位     

４，６８９円～900 単位９，３７８円（１度の入院で１回） 

     

・「ターミナルケアマネジメント費」（希望者）400 単位  ４，１６８円 

 

・「通院時情報連携加算」（対象者）病院や診療所において医師の診察を受ける際に同席して 

情報交換をし 居宅サービス計画に記録した場合（月に１回のみ）50 単位 ５２1 円  

 

・「介護職員等処遇改善加算」介護職員等の処遇を改善するための加算（令和８年６月新設） 

  １カ月あたりの総単位数の２.１％ 

 

 居宅サービス計画の作成は、原則として介護保険から負担されますので、利用者の負担はあり

ません。但し、通常の事業実施地域以外の利用者の場合は訪問にかかる交通費については、当事

業所の運営規程により、通常の事業の実施地域を越えた地点から、片道１キロメートルを超える

ごと２０円と致します。 

 介護保険適用の場合でも保険料の滞納等により、法定代理受領ができなくなる場合があります。 

その場合は一旦当事業所で１ヶ月あたりの料金を頂き サービス提供証明書を発行いたします。

後日サービス提供証明書を区市町の窓口に提出しますと 差額の払い戻しを受けることができま

す。 

 契約の解約となりましても 一切料金はかかりません。 
 
６ 秘密保持 
 事業者及び事業者の従事員は、正当な理由がない限り、利用者に対する居宅サービスの提供に

あたって知り得た利用者及び利用者の家族の秘密は漏らしません。 
 事業者は、事業者の従事員が退職後、在職中に知り得た利用者及び利用者の家族の秘密を漏ら

すことが無いよう必要な措置を講じます。 
 事業者は、利用者の個人情報を用いる場合は、予め文章で利用者及び利用者の家族の同意を得

ない限り、サービス担当者会議等において、利用者及び利用者の家族の個人情報は用いません。 
 
７ 苦情対応窓口 
 居宅サービス計画及び居宅サービス計画に位置付けた指定居宅サービス等についての苦情は、

常設窓口として担当者が対応します。もし、担当者が不在のときでも、基本的な事項については



誰でも対応できるようにしています。 
   
   受付電話番号     ０４８－７５３－３６００ 
    苦情受付担当責任者  山﨑 久美子（管理者） 
    ＊不在時       三須 ゆう子 
 弊社以外に、区市町及び埼玉県国民健康保険団体連合会の苦情相談窓口等に苦情を伝えること

ができます。 
 
① 春日部市 介護保険担当課            ０４８－７３６－１１１１ 
② さいたま市 岩槻区 高齢介護課介護保険係（直通）０４８－７９０－０１６９ 
③ 宮代町 健康福祉課 介護保険担当        ０４８０－３４－１１１１ 
④ 杉戸町 健康増進課 介護保険担当        ０４８０－３３－１１１１ 
⑤ 埼玉県国民健康保険団体連合会（苦情相談専用）  ０４８－８２４－２５６８ 
 
８ 事故発生時の対応 
事業所が行う居宅介護支援の提供により事故が発生した場合には、速やかに利用者家族と市区町

に連絡を行うと共に必要な措置を講じます。 
 社会福祉施設総合損害保証保険に加入し、事故発生時には迅速に対応します。 
 
９ 緊急時の対応方法 

利用者の家族に連絡し、家族の指示に従います。また、急病等で救急を必要と判断した場合

は主治医・家族に連絡して救急車の出動を依頼します。 

連 
 
絡 
  
先 

連絡順位 氏名 住所 電話番号 備考 

 
第一 
  

        

 
第二 
  

        

 
主治医 
  

        

 
 
  



                              令和  年  月  日 
 
私は、本書面により 事業者から居宅介護支援についての重要事項の説明を受けました。 

 
＜ 利用者 ＞ 
住  所                   

 
氏  名                  印  

 
電  話                   

 
＜ 家族代表 又は 代理人 ＞ 
住  所                   

 
氏  名                  印  

 
電  話   

 
続  柄             
＊代理人の場合は利用者との続柄を記入 

 
上記の重要事項の確認を証するため本書を２通作成し、 利用者と事業所が署名 
捺印の上１通ずつ保有するものとします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


